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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,化学療法時代以降の症例について検討した結果次のような興味ある所見を見出した｡検索
には国立癖療養所菊地恵風園の1955-59年に到る50例の剖検例と,光明園の1962-71年に及ぶ110例の
剖検について臨床病理組織学的検討を行った｡アミロイドの検出には偏光顕微鏡観察の他こんにち為さ
れているすべての組織化学的方法を以って行った｡その結果,第一に,アミロイド症の沈着部位が血管
壁を中心とする場であって,癖の病変とは直接関係の見出されなかったこと｡ 第二には,化学療法の進
歩に伴って療病変の著しい軽快もしくは消滅が観察されたにも拘らず,逆にアミロイド沈着症の増加し
ているという事実を見出したこと｡ 第三にこれらアミロイド沈着症の内80%に腎に病変を見出したこと｡
第四に普通のアミロイド症では余り認められない多核巨細胞が,沈着部周辺に観察され,これらが細胞
質内にアミロイド様物質を真喰性単球系由来の細胞であることを見出した｡
以上の論文は,化学療法に伴った痛の病理の新しい像を示したものとして,学術的貢献が甚だ大きい｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
-447-
